












目的 

小児の発育は遺伝的因子で規定されているものであるが，その発現には環境因子がさまざ

まな形で影響を与える。発育を支配する環境因子を大きく分けると,個体の内部環境と外部

環境に大別される。前者は内分泌機能とか神経系機能などであり,後者は自然環境,社会環

境,経済環境,文化環境,精神環境などである。他方,人間は集団生活を営むものであり,その

集団の最小単位は家庭である。小児,特に幼少な小児にとって家庭は外部環境の大部分をし

めるものである。更に家庭内では母の影響は大きい。従って母子関係は小児の成長,発育に

大きな影響を与えると考えられ,そのうちでも母子の人間関係も小児の成長に影響を与え

ると考えられる。そこで極端にゆがんだ，ないしは病的な母子の人間関係あるいは病的な

母親の精神環境が子供の成長にどの様な影響を与えているかを検討し,母子相互作用と成

長,発育についての研究に役立てようと試みた。特に内分泌病態を中心に検討を加えてみた

。 


